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本日の流れ

１．相互理解,寛容について
２．「自分の思いや考えを伝え合う子どもの
育成」を目指す「特別の教科道徳」の授
業とは

３．本日の授業の伝え合いポイントは…



１．相互理解,寛容について

旧 高学年にのみ位置づけられる。

現 中学年から位置付けられる。

なぜでしょうか。



今回の学習指導要領改訂の大きな柱である
「いじめ問題への対応」を念頭に置き,中学年
の段階からいじめを生まない風土や環境を醸
成しようとしている！



教科書では，いじめ防止を目指す教材は，
・「人とのかかわり」というテーマでユニット化
・学期ごとに配置

・集中してこのテーマを学習→より確実な定着を期待



自分の考えや意見を相手に伝えると共に

中：相手のことを理解し
自分と異なる意見も大切に

高：謙虚な心,広い心
異なる意見や立場を尊重

相互理解・寛容
☆発達段階に応じた系統性☆



◯道徳的な諸価値の理解を基に

自己との関わりで

導入

アンケート
の活用①

・「仲よし」とは
何かを考える。

展開

まとめ
資料､友達、
教師の対話

◯多面的・多角的に捉え

教師との対話

友達との対話
資料との対話

アンケートと資料
の活用②

板書の構造化

ネームプレート
の掲示

・多様な考え方を理解
・認め合うことのよさ
を実感。

◯自己の生き方に
ついて考える

・「仲よし」という概念
を再構成する。

２．「自分の思いや考えを伝え合う子どもの育成」を目指す

「特別の教科道徳」の授業

日常生活との関連



資料､友達、
教師の対話

◯多面的・多角的に捉え

教師との対話

友達との対話 資料との対話

板書の構造化

ネームプレート
の掲示

・多様な考え方を理解
・認め合うことのよさ
を実感。

２．「自分の思いや考えを伝え合う子どもの育成」を目指す

「特別の教科道徳」の授業

この後,ここを中心に
みなさんと
考えたいです！



３．本日の授業について…



建前で考えてしまわないようにする！

↓
しっかりと自分を見つめている子は大いに褒める！

どの意見も共感的に受け止める！

↓
心を開いて話し合える風土に！

気を付けていること



今後もより良い授業
づ く り の た め に ,
頑張っていきましょ
う！

今日はありがとうございました！


